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室町時代末期の室町時代末期の
那賀川河口地形の変遷（推定図）那賀川河口地形の変遷（推定図）
（「阿南市史　第一巻」より引用）（「阿南市史　第一巻」より引用）

　

阿
南
市
に
は
、
約
２
０
０
年
ほ
ど
前
ま

で
「
公く

方ぼ
う

さ
ま
」
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
「
公
方
」
は
「
将
軍
」
を
意

味
し
、
一
般
的
に
は
阿
波
（
徳
島
）
の
公

方
（
将
軍
）、「
阿
波
公
方
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

阿
南
市
那
賀
川
町
に
は
、
阿
波
公
方
・

民
俗
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。
阿
波
公
方

に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
、
阿
南
の
歴
史

や
民
俗
を
伝
え
る
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
「
阿
波
公
方
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
人
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

阿
波
公
方
が
阿
南
の
地
に
住
ん
で
い
た

の
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
。

将
軍
と
い
っ
て
も
江
戸
幕
府
の
将
軍
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
室
町
幕
府
の
将
軍
、
足あ

し
か
が利

家
の
一
族
で
す
。

　

昭
和
５
年
発
行
の
「
今い

ま

津づ

村そ
ん

史し

略り
ゃ
く

」
に

「
阿あ

波わ

公く

方ぼ
う
」を

　
ご
存
知
で
し
ょ
う
か

�

文
化
振
興
課　

森
脇
　
佳
代
子

は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
阿
波
の
大
賓
と
し
て
古
津
に
屋
形
を

構
へ
て
平ひ

ら
じ
ま島

公く

方ぼ
う

又
は
平
島
御 

ご

所し
ょ

と
尊

敬
せ
ら
れ
て
居
つ
た
足
利
将
軍
義よ

し
た
ね稙

の
嫡

流
た
る
名
門
で
先
祖
義よ

し
ふ
ゆ冬

（
義よ

し
つ
な維

）
以
来

平
島
十
二
ヶ
村
並
に
山
部
四
村
を
餉
糧

の
地
と
し
て
居
つ
た
が
蜂は

ち

須す

か賀
家い

え
ま
さ政

入に
ゅ
う

部ぶ

し
て
藩
政
策
に
腐
心
し
公
方
の
如
き

名
族
の
領
土
内
に
差
挟
る
は
領
主
権
を

確
立
せ
し
め
る
所
以
で
な
い
と
考
え
た
結

果
…
（
以
下
略
）」

　

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
平
島
公
方
」

が
「
阿
波
公
方
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　

初
代
阿
波
公
方
足
利
義
維
（
義
冬
）

は
、
室
町
幕
府
11
代
将
軍
足
利
義よ

し
ず
み澄

の

実
子
、
か
つ
同
10
代
将
軍
足
利
義
稙
の
養

子
と
い
う
人
物
。
歴
史
の
流
れ
が
何
か
一

つ
違
っ
て
い
た
ら
、
将
軍
に
な
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
人
物
で
す
。
し
か
し
、
時
代
は

室
町
時
代
後
期
。
応
仁
の
乱
や
明
応
の

政
変
、
権
力
闘
争
に
明
け
く
れ
る
幕
府
の

有
力
者
た
ち
。
世
の
中
は
乱
れ
に
乱
れ
、

将
軍
の
後
継
候
補
と
い
え
ど
も
、
盤
石
な

権
力
基
盤
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
、
命

が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

実
際
、
義
維
は
あ
る
期
間
、
堺さ

か
い

（
大
阪

府
堺
市
）
に
お
い
て
「
公
方
」
と
呼
ば
れ

な
が
ら
、
将
軍
の
仕
事
（
訴
訟
の
対
応
な

ど
）
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
正

式
な
将
軍
職
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

ま
ま
、
内
紛
に
よ
っ
て
堺
を
去
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
２
年
後
、
阿
南
市
那
賀

川
町
の
西さ

い
こ
う光

寺じ

に
移
り
住
み
、
さ
ら
に
そ

の
後
、
平
島
（
阿
波
公
方
・
民
俗
資
料
館

の
場
所
）
に
館
を
か
ま
え
ま
す
。
こ
れ
が

「
阿
波
公
方
」（
平
島
公
方
）
の
は
じ
ま
り

で
す
。
以
後
約
２
７
０
年
間
、
９
代
阿
波

公
方
ま
で
、
当
地
に
「
阿
波
公
方
」
は
住

ん
で
い
ま
し
た
。
実
際
に
、
義
維
の
息
子

で
あ
り
、
平
島
生
ま
れ
の
足
利
義よ

し
ひ
で栄

は
室

町
幕
府
14
代
将
軍
に
正
式
に
就
任
し
て

お
り
、「
公
方
」
の
呼
称
も
名
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
降
、
将
軍
家
の
血
筋

で
あ
り
な
が
ら
、
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
に

冷
遇
さ
れ
る
な
ど
度
重
な
る
苦
難
に
も
負

け
ず
、
し
な
や
か
に
、
賢
く
、
誇
り
高

く
、
血
を
つ
な
ぎ
続
け
た
阿
波
公
方
の
歴

史
は
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
血
は
現
代
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

５
月
に
は
、
阿
波
公
方
の
歴
史
を
た
ど

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
阿
南
市
の
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
阿
波
公
方
。
現
在
も
社
寺
等
に

彼
ら
の
思
い
と
生
き
た
証
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
荒
波
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
た

公
方
た
ち
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
室

町
～
戦
国
～
江
戸
時
代
の
阿
南
市
に
思

い
を
は
せ
る
の
も
味
わ
い
深
い
も
の
で

す
。

あ
な
ん文

化
紀
行

第16回

阿
波
公
方
・
民
俗
資
料
館

（
那
賀
川
町
）

足
利
義
冬
（
義
維
）
の
像

（
阿
波
公
方
・
民
俗
資
料
館
蔵
）




